
東温市事務事業評価シート　令和３年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～

単位 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

2 3 4

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

育児不安を抱える家庭や、発達に支援が必要な児童が増えており、ニーズは年々増加しています。

有効性
センター事業は、母子保健事業から子育て支援事業へ切れ目なく繋ぐ役割を果たしており、関係機関と連携しながら市が率先して実施すべきと考
えます。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 20,886 21,530 23,716

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

孤立家庭を増やさないよう、子育て家庭が参加しやすい事業を実施していく必要があります。また、発達支援サービスの充実に伴い、ニーズや支援
方法も多様化しており、支援が必要な子どもへの早期対応を行うために各関係機関との連携をさらに強化していく必要があります。

効率性 効率的な運営のため、引き続き活用可能な補助金制度を積極的に取り入れます。

改　革
計　画

引き続き、調整会への専門機関の参加機会を設けるとともに、定期的に情報交換を実施し、支援が必要な子どものよりよい発達支援や、関係機関と
の効果的な連携に繋げ、切れ目のない支援を実現します。

今後の方向性 現状維持

広場への参加人数や相談件数等概ね目標を達成していますが、個々のニーズの多様性に応じた事業内容の見直しは必要と思われます。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

コロナ禍にあって、各種教室の参加人数に制限を掛けていたにも関わらず、大変多くの利用がありました。孤立することへの不安解消に
繋がっており、ニーズの高さが伺えます。多様化する支援への対応や関係機関との連携については、日頃からオンラインを活用するなど
の取組を進めていく必要があります。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 7,911 9,673 9,737

1.203 7,463 1.203 7,593 1.203 7,593

計(Ａ) 13,423 13,937 16,123

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 5,512 4,264 6,386

地方債 0 0 0

相談件数（面接・電話等） 年間相談件数 件
200 200 500 500

267 621

最終目標

広場参加者数 イベントの年間参加者延べ人数 人
4,000 4,000 5,000 5,000

5,031 6,970

育ちの支援教室利用者数 年間延べ利用人数 人
400 400 400 400

424 372

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

１ 子育て環境の充実

事業区分

事業の目的 子どもの健全な生育を図るため。 根拠法令等 児童福祉法、子ども・子育て支援法

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1002 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

設定期間なし

地域子育て支援センター運営費

就学前の子育て家庭を対象に各種事業を開催し、関係機関と連携
しながら気になる子どもの早期発見・早期支援を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 第2期東温市子ども・子育て支援事業計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

親子を対象とした広場を開催

支援が必要な子どもを対象に教室を開催

子育てに不安がある保護者の相談受付

達成度を
測る指標



東温市事務事業評価シート　令和３年度実施事業対象

№ ― 1

平成 17 年度 ～

単位 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

2 3 4

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 3

4 4 3 3

児童館管理運営費

市内児童館３館で、０歳から１８歳までの児童と保護者を対象に居
場所と健全な遊びを提供します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

幼児・親子向けイベントを開催

小学生向けイベントを開催

来館者全般向けイベントを開催

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

１ 子育て環境の充実

事業区分

事業の目的 児童の心身の健康を増進し、情操を豊かにするため。 根拠法令等 児童福祉法

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1005 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由 最終目標

イベント実施数
ボランティア又は事業協力者による
ものを含む

回
570 580 590 600

420 450

利用者 来館者数 人
80,000 80,000 80,000 85,000

22,777 27,787

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 46,392 47,231 60,108

0.207 1,284 0.207 1,307 0.207 1,307

計(Ａ) 46,392 47,231 60,108

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

新型コロナウイルス感染症の影響により、各館の利用者が減少傾向にあります。

効率性 よしいのこども館の夜間運営については、長期的な検討が必要と思われます。

改　革
計　画

ニーズが高いイベントを定期開催することで、参加者の安定化を図ります。また、イベントの参加状況について全館で情報共有し、利用者のニーズ
が高い事業は、各館の利用者に合わせた開催方法を検討していく必要があります。

今後の方向性 現状維持

新型コロナウイルス感染症対策により、休館や利用制限を行ったため、予定通り事業を実施することが出来ませんでした。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

コロナ禍前の入館者数に戻るにはまだ時間が掛かりそうですが、開館日は感染症対策を講じながら、子どもや親子の居場所としての役
割を果たすことが出来ています。市内には３つの児童館がありますので、それぞれの地域性を生かした取組を拡充していくと良いと思い
ます。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 49,592 50,498 63,375

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.968 1,916 0.968 1,960 0.968 1,960
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

未就学児親子の交流・体験の場や児童の放課後の居場所としてのニーズが高まっており、今後も事業の継続が必要と考えます。

有効性 他市町の児童館との交流やインターネットでの情報収集により、新たな遊びを取り入れることが出来ました。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点



東温市事務事業評価シート　令和３年度実施事業対象

№ ― 8

平成 27 年度 ～

単位 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

2 3 4

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

4 3 3 4

婚活支援事業

情報発信ツールや個別相談会などを開催することで婚活者の支援
を実施します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

縁結びサポーターによる個別相談会を開催し、婚活者やその
家族等の悩みをサポートしました。

松山圏域においてオンラインの婚活イベントを開催し、男女の
良き出会いの場を創出しました。

登録制によるお見合い相手探しの特設会場を本市に開設し、
積極的な婚活者を支援しました。

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

４ 婚活への支援

事業区分

事業の目的
結婚に対する意識啓発を図り、出会いの場を創出し、豊かな家族
形成を目指すため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1007 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由 最終目標

婚活イベント参加人数 婚活イベントの参加延べ人数 人
40 40 40 80

28 34

婚活イベントでのカップル数 婚活イベントのカップル成立数 組
5 5 5 10

4 6

特設会場利用者
特設会場でお見合い相手探しを
行った延べ人数

人
120 120 120 150

92 82

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 888 879 876

0.220 1,365 0.220 1,389 0.220 1,389

計(Ａ) 888 879 876

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

イベント等でカップル成立してもその後結婚には至らないケースが多いため、縁結びサポーターの更なる活用により、結婚への後押しが必要です。
また、新型コロナウイルスによる影響で初対面の人との対面を避けたい意見が多く、今後オンライン婚活事業はより一層求められてくるのではないか
と思われます。

効率性 全国的に先進地となっている愛媛県の結婚支援センターから支援・助言を受けており、効率よく事業を実施しています。

改　革
計　画

縁結びサポーターの研修を重ねながら、より良いアプローチの仕方を工夫します。
結婚支援センターとも協議し、オンライン婚活事業を積極的に活用します。

今後の方向性 現状維持

イベントは定員を超える応募者があり、お見合い事業も積極的に活用されている状況です。
新型コロナウイルスによる影響を受けつつも概ね目標人数を達成しています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

婚活イベントについては、松山圏域連携事業として取り組んでおり、広域化のメリットを生かしながら実施出来ていると思います。お見合
いの特設会場設置は沢山の利用者があり、独身者ニーズに応えられています。コロナ禍でも安心して出会える場の創出は必要であるた
め、オンラインを含めた今後の事業内容の工夫が必要です。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 2,253 2,268 2,265

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

少子化対策としての取組であり、時代のニーズに合ったものとなっています。また、安心して参加できる場が提供出来ています。

有効性 相談からイベント参加、お見合いへと一貫したサポート体制が整備されており、継続することで成果が期待出来ます。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点



東温市事務事業評価シート　令和３年度実施事業対象

№ ― 6

平成 28 年度 ～

単位 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

2 3 4

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 4 4

4 4 3 3

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市の総合戦略に基づき、子どもの健やかな成長と保育の質の確保のため、必要性は高いと言えます。

有効性 子どもの情操を豊かにする環境整備として有効と考えます。また、施設の巡回指導・助言は質の向上の観点から有効です。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 13,762 10,684 11,966

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

拡充の内容については、その必要性を再考するなど効果の見込める選定作業が不可欠です。

効率性 拡充予定の設備等については、令和2年度までに購入完了しました。児童館の人件費に関わる部分については、効率化が困難です。

改　革
計　画

教育・保育現場を注意深く観察し、求められるものは何か、職員や保護者等の意見を聴きます。

今後の方向性 現状維持

児童館においては常勤職員の配置により、PDCAサイクルが実施され改善が行われたほか、施設への訪問指導により適正化が図られています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

子育て支援の拡充として取り組んできましたが、児童館事業の充実や保育所等での質の担保など一定程度の効果が認められます。設
備の充実などは子ども達や保護者からの意見を聴くなど、求められる施設作りを目指していくことが大切です。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 13,532 10,332 11,304

0.037 230 0.032 202 0.032 202

計(Ａ) 13,532 10,482 11,764

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 150 460

地方債 0 0 0

訪問回数 施設訪問による巡回指導延べ回数 回
80 80 80 90

66 69

最終目標

配置人数 児童館に館長を配置 人数
1 1 1 1

1 1

施設数
遊具、図書等の充実が図られた施
設数

箇所
8 - - -

9 -

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

１ 子育て環境の充実

事業区分

事業の目的 子どもが健やかに成長出来る環境を整えるため。 根拠法令等

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1009 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

子育て支援拡充事業

市内幼稚園、保育所、児童館等の設備の充実を図るとともに、専門
員が施設を訪問し、職員への指導や助言を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

児童館に館長を配置

保育所及び児童館において図書備品及び遊具類の購入

専門員による巡回指導（保育所・幼稚園・認定こども園・小規
模保育事業所等）

達成度を
測る指標


